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　　平成26～27年度：基本設計　　　　　　　　　平成27～28年度：実施設計

　　平成28～29年度：工事施工、引越　　　　　平成30年度：供用開始予定

○26年度実施内容

　老朽化した現在の図書館に替わる新図書館を現在の小牧駅西駐車場、にぎわい広場に

建設することを決定し、また、新図書館の建設、指定管理者制度の導入のために、「小牧市

立図書館の設置及び管理に関する条例」の改正を行った。

　官民パートナーシップ(PPP)の取組みとして、新図書館の設計段階から市及び設計業者に

アドバイス支援を行う連携民間事業者を公募型プロポーザル方式により選定した。

　設計業者を公募型プロポーザル方式により選定し、基本設計に着手した。

【26年度直接経費の内訳】

　報償費182千円（プロポーザル審査委員謝礼）

　旅費177千円

　需用費41千円（消耗品費39千円、食糧費2千円）

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

図書館サービスを充実します
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平成２６年度

教育文化
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～

新図書館建設推進室

推進係
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図書館法、小牧市立図書館の設置及び管理に関する条例、小牧市立図書館規則、新小牧

市立図書館建設基本計画
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平成３０年度

生涯学習

実施計画対象

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

現図書館の老朽化と狭隘化の問題に対応するとともに、利用者の利便性向上を図り、今以

上に図書館を利用したくなる付加価値を備えることにより、利用者の増加や中心市街地の

賑わい創出につなげる。
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　需用費41千円（消耗品費39千円、食糧費2千円）

○27年度実施内容

　26年度に引き続き、連携民間事業者のアドバイスを受けながら、設計業務を進めるととも

に、用地測量及び地質調査を行う。

【27年度直接経費の内訳】

　報償費252千円（立会者謝礼24千円、検討会議委員謝礼228千円）

　旅費1,086千円（費用弁償166千円、普通旅費305千円、特別旅費615千円）

　需用費33千円（消耗品費30千円、食糧費3千円）

　委託料55,436千円（基本設計アドバイザー支援委託2,096千円、基本設計委託46,440千

円、地質調査委託4,200千円、測量委託2,700千円）

　工事請負費900千円（来館者数計測機器設置工事）

　その他15千円（有料道路・駐車場使用料）
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設計業務を推進するにあたり、議会や市民、図書館協議会、各種ボランティア団体へ

の丁寧な説明や意見聴取が必要である。

新図書館建設にあわせて整備する小牧駅周辺整備事業との調整が必要である。
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実施設計の進捗状況

成果指標名

基本設計の進捗状況

活動指標名

基本設計の進捗状況

事業番号

事業の

達成状況

当初予定どおり、指定管理者制度導入のため、「小牧市立図書館の設置及び管理に

関する条例」を改正した。

また、設計に対しアドバイスをいただく連携民間事業者及び設計業者を公募型プロ

ポーザル方式により選定し、基本設計に着手した。
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「新小牧市立図書館建設審議会」でとりまとめられた提言を踏まえ、新図書館の建設

方針を策定する。
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加事項、廃止・削

減事項等）

現図書館の老朽化と狭隘化の問題に対応するため、引き続き、新図書館建設事業を

推進する必要があるため。

判定理由

現図書館の老朽化と狭隘化の問題に対応できず、利用者の利便性向上を図ることが

できない。

維　持

現在の新図書館建設計画に関する住民投票において、反対多数となる結果を受け、

ゼロベースから新図書館について議論を再スタートさせることとし、市民や学識経験

者等からなる「新小牧市立図書館建設審議会」の設置に向けて事務を進める。
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一次評価のとおり。


